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専
門
科
目

1年

第13回目 

第14回目 

第15回目 

第16回目 

第17回目 

第18回目 

第19回目 

第20回目 

第21回目 

第22回目 

第23回目 

第24回目 

第25回目 

第26回目 

第27回目 

第28回目 

第29回目 

第30回目 

割合

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

レポート

調査報告書

小テスト 課題を探求し、課題の要件を満たしている。

試験 これまでの授業で学習してきたことが身についている。

成績評価の方法と基準

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

授業参加態度
授業で使われる教材を準備して授業に臨んでいる。授業に集中し、必要なことはきちんと
ノートに取る。疑問があれば積極的に質問する。グループワーク等に積極的に参加する。

評価の領域 評価の基準

予習・復習を必ずすること。辞書、電子辞書を持参すること。食べ物・飲み物持ち込み禁止。

発表内容（態度含む）

その他

Enjoyable Reading Ⅱ(成美堂）、　A Shorter Course in EVERYDAY VOCABULARY QUIZZES(南雲堂）

教科書と参考図書

履修上の留意点・ルール

佐野短期大学シラバス2014

単位数 履修上の制限

2単位 選択 特になし

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

本館2階 授業中に指示します

第1回目 

第2回目 

第3回目 

第4回目 

第5回目 

第6回目 

第7回目 

第8回目 

第9回目 

第10回目 

第11回目 

第12回目 

この授業では、現代社会の様々な問題に触れながら、やさしい英文を素材に基礎的な英文読解力の養成を目指す。学生の興
味、関心を引くような身近な話題について、250～300語程度の英文を読み、英文の意味と英文そのものを理解する力、英文を
正しく理解するための文法事項の理解力を養成する。

さまざまな話題についてたくさんの英文を読み、必要な英文を暗誦し、覚え、口からいつでも言えるようにする。時には、グ
ループを構成し、英文の意味、表現法、基礎的な文法事項を再確認し、グループごとに発表してもらう。また、毎時間
word,idiomの小テストを行う。

氏名

授業の目標

Comprehension Questions～Phrase Reading

①たくさんの英文を読み、読解力を高めることができるようにする。
②英文理解のコツをつかむことができるようにする。
③英文を暗誦し、スピーキング・ライティングへと繋ぐことができるようにする。
④語彙力をbuild upし、また、たくさんのidiomを覚えることができるようにする。
⑤文法事項の知識を確かなものにできるようにする。

授業の方法

科目名
開講年次 開講学期

Course　Name

学習の成果（学習成果）

授業のスケジュールと内容

特になし

担当者に関する情報

授業の概要

授業の形態

演習

特になし

佐藤秀一

リーディング　Ⅰ

Reading  Ⅰ
1年 前期

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

①日本語に翻訳することなく、英文を理解できるようにする。
②語彙力を高め、たくさんのidiomを身に付けることができるようにする。
③文法事項の理解を確認でき、文法的知識を確かなものにできるようにする。

ガイダンス・概要説明　(担当：佐藤秀一）

Chapter 3 The Cherry Blossoms of Washington　 Key Sentence Patterns, Reading Passage

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

Comprehension Questions～Phrase Reading

曜日・時限

別途、時間割参照

オフィスアワー

火曜日、水曜日11時から16時（授業時
間を除く）

（週2回授業）

授業の性格




